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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 201,552 1.7 7,780 △20.8 8,180 △31.6 4,689 △44.9
26年3月期第1四半期 198,263 1.6 9,823 18.8 11,953 58.9 8,505 114.3

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 6,293百万円 （△72.7％） 26年3月期第1四半期 23,074百万円 （118.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 23.11 ―
26年3月期第1四半期 41.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 1,097,301 676,583 55.7
26年3月期 1,068,525 667,765 56.4
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 611,737百万円 26年3月期 602,784百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 7.00 ― 7.00 14.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 7.00 ― 7.00 14.00

3. 平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 410,000 2.0 17,000 △7.9 16,500 △16.3 11,000 △13.7 54.22
通期 792,000 0.9 25,500 △8.5 24,500 △17.2 13,000 △5.8 64.08



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 217,775,067 株 26年3月期 217,775,067 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 14,909,045 株 26年3月期 14,908,919 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 202,866,065 株 26年3月期1Q 202,867,691 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）におけるわが国経済は、消費税率引き

上げ前の需要増の反動が見られたものの、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなど、景気は緩やかな回復基調で推

移しました。

このような環境下におきまして、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、以下のとおりとなり

ました。売上高は、飲料用ペットボトルの受託充填品が増加したほか、電池材などの鋼板や機能材料の販売が好調に

推移したことなどにより、2,015億52百万円（前年同期比1.7％増）となりました。利益面では、売上高の増加があり

ましたが、エネルギー・原材料価格の上昇や減価償却費の増加などにより、営業利益は77億80百万円（前年同期比

20.8％減）、経常利益は81億80百万円（前年同期比31.6％減）、当期純利益は46億89百万円（前年同期比44.9％減）

となりました。

各セグメントの営業の概況は次のとおりです。

〔包装容器関連事業〕

売上高は1,729億23百万円（前年同期比0.8％増）となり、営業利益は51億87百万円（前年同期比26.3％減）となり

ました。 

①金属製品の製造販売 

金属製品の売上高は前年同期を上回りました。

《国内》

ビール類・コーヒー向けなどの飲料用空缶が減少しましたが、粉ミルク・入浴剤向けなどの食品・生活用品用空

缶が増加したほか、ビール向けの輸出用マキシキャップの伸長によりキャップが好調に推移し、売上高は前年同期

並となりました。 

《海外》

タイにおいてコーヒー向けの飲料用空缶が増加したことなどにより、売上高は前年同期を上回りました。 

②プラスチック製品の製造販売 

プラスチック製品の売上高は前年同期を上回りました。

《国内》

果実食品・味噌向けのカップが減少したほか、マヨネーズ向けのボトルや清涼飲料向けのキャップが低調に推移

しましたが、お茶類の受託充填品の生産が寄与したことや炭酸飲料向けの新規受注により飲料用ペットボトルが増

加し、売上高は前年同期並となりました。 

《海外》

中国・タイにおいてコーヒー・紅茶の受託充填品の伸長で飲料用ペットボトルが好調に推移したことなどによ

り、売上高は前年同期を大幅に上回りました。 

③ガラス製品の製造販売 

清涼飲料・ドレッシング向けのびん製品が減少しましたが、ハイボール用グラス・ジョッキなどのハウスウエア

製品が増加し、売上高は前年同期並となりました。 

④紙製品の製造販売 

コンビニエンスストア向けのコーヒー用飲料コップの伸長により紙容器製品が増加しましたが、清涼飲料・ビー

ル類向けの段ボール製品が低調に推移したことにより、売上高は前年同期を下回りました。 

⑤エアゾール製品・一般充填品の受託製造販売 

洗濯用洗剤の新規受注などにより一般充填品が増加しましたが、制汗消臭剤などのエアゾール製品が減少し、売

上高は前年同期並となりました。 

⑥包装容器関連機械設備の製造販売 

機械設備の製造販売では、飲料充填設備などの販売が減少しましたが、米国において円安が寄与したことによ

り、売上高は前年同期並となりました。 

〔鋼板関連事業〕

売上高は142億62百万円（前年同期比9.5％増）となり、営業利益は10億89百万円（前年同期比101.8％増）となり

ました。

電気・電子部品向けでは、電池材で乾電池などが増加したほか、車載用二次電池が好調に推移したことにより、売

上高は前年同期を大幅に上回りました。 

自動車・産業機械部品向けでは、ベアリングシール材・ガスケット材が好調に推移したことにより、売上高は前年

同期を大幅に上回りました。 

建築・家電向けでは、住宅・ビル向け外装材やユニットバス向け内装材が需要の増加により伸長し、売上高は前年

同期を上回りました。 
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〔機能材料関連事業〕 

売上高は93億87百万円（前年同期比10.9％増）となり、営業利益は６億80百万円（前年同期比3.9％増）となりま

した。 

磁気ディスク用アルミ基板では、品質要求の引き上げにともない生産性が低下し、売上高は前年同期を下回りまし

た。 

光学用機能フィルムでは、フラットパネルディスプレイ向けが順調に推移したことにより、売上高は前年同期を大

幅に上回りました。 

その他、ほうろう製品向けの釉薬などが増加しました。 

〔不動産関連事業〕

オフィスビルおよび商業施設等の賃貸につきましては、売上高は15億２百万円（前年同期比0.1％減）となり、営

業利益は９億14百万円（前年同期比3.7％減）となりました。 

〔その他〕

硬質合金・機械器具および農業用資材製品などの製造販売、石油製品などの販売および損害保険代理業などにつき

ましては、売上高は34億76百万円（前年同期比6.3％減）となり、営業利益は１億69百万円（前年同期比3.4％増）と

なりました。 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債および純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、１兆973億１百万円となりました。受取手形及び売掛金の増加や保有

上場有価証券の時価上昇による投資有価証券の増加、設備投資の実施による有形固定資産の増加により、前連結会

計年度末に比べ287億75百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は、4,207億18百万円となりました。借入金等が増加したことにより、前連

結会計年度末に比べ199億58百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、6,765億83百万円となりました。配当金の支払いをしたことなどによ

り減少しましたが、保有上場有価証券の時価上昇によるその他有価証券評価差額金の増加や退職給付会計基準変更

の影響、第１四半期純利益などの増加により、前連結会計年度末に比べ88億17百万円の増加となりました。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の56.4％から55.7％となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の業績予想につきましては、平成26年５月15日に公表いたし 

ました業績予想から変更ありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （会計方針の変更）

  （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重

平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響額並びに、当第１

四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響額については、軽微でありま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 130,855 142,367 

受取手形及び売掛金 229,467 245,186 

商品及び製品 69,129 71,745 

仕掛品 11,443 11,256 

原材料及び貯蔵品 32,579 32,590 

繰延税金資産 10,374 10,604 

その他 17,525 18,395 

貸倒引当金 △2,596 △2,343 

流動資産合計 498,779 529,803 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 117,228 119,508 

機械装置及び運搬具（純額） 101,015 103,538 

土地 79,600 79,560 

建設仮勘定 29,698 28,666 

その他（純額） 12,492 12,962 

有形固定資産合計 340,034 344,236 

無形固定資産    

のれん 42,324 40,853 

その他 43,956 42,177 

無形固定資産合計 86,280 83,031 

投資その他の資産    

投資有価証券 112,823 118,289 

長期貸付金 1,552 1,500 

退職給付に係る資産 294 70 

繰延税金資産 17,964 11,827 

その他 12,113 9,877 

貸倒引当金 △1,317 △1,335 

投資その他の資産合計 143,431 140,230 

固定資産合計 569,746 567,497 

資産合計 1,068,525 1,097,301 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 88,622 91,833 

短期借入金 30,954 32,588 

未払法人税等 4,537 1,267 

災害損失引当金 16 － 

事業構造改善引当金 9 － 

工場跡地整備費用引当金 1,038 1,872 

課徴金引当金 1,260 1,260 

その他 65,152 64,416 

流動負債合計 191,590 193,238 

固定負債    

社債 5,000 5,000 

長期借入金 103,740 131,280 

繰延税金負債 21,953 21,580 

特別修繕引当金 4,520 4,716 

ＰＣＢ対策引当金 658 551 

アスベスト対策引当金 159 155 

関係会社債務保証損失引当金 2,206 2,206 

工場跡地整備費用引当金 1,116 89 

役員退職慰労引当金 1,075 1,044 

退職給付に係る負債 59,875 52,583 

資産除去債務 1,255 1,257 

その他 7,608 7,014 

固定負債合計 209,169 227,479 

負債合計 400,760 420,718 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,094 11,094 

資本剰余金 1,361 1,361 

利益剰余金 568,766 576,653 

自己株式 △24,772 △24,772 

株主資本合計 556,449 564,337 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 42,388 45,349 

繰延ヘッジ損益 △70 △158 

為替換算調整勘定 11,558 9,404 

退職給付に係る調整累計額 △7,542 △7,195 

その他の包括利益累計額合計 46,334 47,400 

少数株主持分 64,981 64,845 

純資産合計 667,765 676,583 

負債純資産合計 1,068,525 1,097,301 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 198,263 201,552 

売上原価 167,902 172,825 

売上総利益 30,360 28,727 

販売費及び一般管理費 20,537 20,947 

営業利益 9,823 7,780 

営業外収益    

受取利息 42 55 

受取配当金 818 911 

為替差益 1,630 － 

その他 1,048 1,826 

営業外収益合計 3,539 2,793 

営業外費用    

支払利息 238 458 

固定資産除却損 119 312 

為替差損 － 850 

持分法による投資損失 180 189 

その他 869 581 

営業外費用合計 1,408 2,392 

経常利益 11,953 8,180 

税金等調整前四半期純利益 11,953 8,180 

法人税等 2,803 2,856 

少数株主損益調整前四半期純利益 9,149 5,324 

少数株主利益 644 635 

四半期純利益 8,505 4,689 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 9,149 5,324 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 4,456 3,016 

繰延ヘッジ損益 △5 △88 

為替換算調整勘定 9,280 △2,238 

退職給付に係る調整額 - 367 

持分法適用会社に対する持分相当額 193 △88 

その他の包括利益合計 13,924 968 

四半期包括利益 23,074 6,293 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 21,053 5,755 

少数株主に係る四半期包括利益 2,020 537 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

〔セグメント情報〕

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 
 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 

不動産 

関連事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 171,561 13,023 8,466 1,503 194,554 3,709 198,263 － 198,263 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

162 9,085 0 336 9,585 1,546 11,132 △11,132 － 

計 171,723 22,109 8,466 1,840 204,140 5,256 209,396 △11,132 198,263 

セグメント利益 7,038 539 654 949 9,182 164 9,346 476 9,823 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金及び損害保険代理

   業等を含んでいる。

  ２．セグメント利益の調整額476百万円には、セグメント間取引消去2,749百万円、各報告セグメントに配

   分していない全社費用△2,273百万円が含まれている。全社費用は、主に持株会社である当社において

   発生するグループ管理費用である。

  ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日  至 平成26年６月30日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注1） 
合計 

調整額 

（注2） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注3） 
 

包装容器 

関連事業 

鋼板 

関連事業 

機能材料 

関連事業 

不動産 

関連事業 
計 

売上高                  

外部顧客への売上高 172,923 14,262 9,387 1,502 198,076 3,476 201,552 － 201,552 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

238 8,784 5 342 9,371 1,542 10,913 △10,913 － 

計 173,162 23,047 9,392 1,845 207,447 5,018 212,466 △10,913 201,552 

セグメント利益 5,187 1,089 680 914 7,870 169 8,040 △260 7,780 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、硬質合金及び損害保険代理

   業等を含んでいる。

  ２．セグメント利益の調整額△260百万円には、セグメント間取引消去2,180百万円、各報告セグメントに

   配分していない全社費用△2,441百万円が含まれている。全社費用は、主に持株会社である当社において

   発生するグループ管理費用である。

  ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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